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TYK式無線電話～日本が生んだ世界初の
実用無線電話～

TYK式無線電話機 （写真所蔵：平磯無線）
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TYK機を生んだ3人の技術者

もう1人のTYK TYK機の現在

丸毛登 第2代平磯出張所長
鳥羽におけるTYK機の最初の実用
化は、丸毛が出張を命ぜられ、心
血を注いで成功に導いたもの。大
学卒でない実務者の名は省かれる
のが当時の通例のため、自らのイ
ニシャルMがTYKに入らなかったこ
とを本人は残念に思っていたふしが
あるとのこと。 （ご遺族の証言）

情報通信研究機構本部展示室
（東京都小金井市）

TYK機は、実物2
台が郵政博物館
資料センターに現
存しているほか、
レプリカが情報通
信研究機構本部
およびアンリツ株
式会社に展示さ
れている。

写真所蔵： 平磯無線

写真出典： 「鳥潟博士と無線研究
60年の歩み ～33回忌回顧録～」

（1955年）

写真出典： 「電子通信学会
50年史」（1967年）
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平磯無線
 逓信省電気試験所は、我が国の無線通信研究を本格化するために、 現在

の茨城県ひたちなか市に を1915年に開設。

 鳥潟右一(第4部長）が自ら踏査して場所を選定し、地元と交渉して開設を実現。

平磯出張所

～鳥潟右一博士が自ら踏査して
築いた「無線通信研究の故郷」～

（平磯出張所の開設に関する鳥潟右一部長の報告：点線枠内）

逓信省電気試験所 大正3年度事務報告

「平磯町（現・ひたちなか市）65年史」（1972年）より
大正3年(1914)2月7日、逓信省技師鳥潟右一が来町して、平磯町地内に逓

信省の無線電信研究所の出張所を設置したいと申入れがあった。この日は幸
に平磯町会が開催中だったので、町会に臨席した鳥潟技師は、なぜ無線電信
研究所の設置が必要に迫られたかについて次のような説明がなされた。

本官はこのたび逓信省において、当地方に無線電信研究所を設立しよう
として、その調査のために出張したものである。本省では、このことについて
新聞記事等に登載させぬよう極秘裏に調査中である。無線電信は今より30
年前（原文ママ、20年の誤り）、伊太利人のマルコニーが、約1哩の距離に試みた
のが始まりで、その後、次第に進歩し、すでに明治37，8年の日露戦役にあ
たっては、同37年5月27日払暁、バルチック艦隊は威風堂々軸艫を含んで
対馬海峡を圧し、ウラジオストックに向け進航中を、我が仮装巡洋艦信濃丸
が、“敵艦見ゆ”との警報を無電で発信した。これにより、わが海軍が日本
海々戦に大捷を博した端緒を開いたことは諸君の知らるる通りである。その
のち5、6年のうちに500哩の長距離に通信できるようになった。日本ではハ
ワイ国まで通信できるようにしたいと考えている。この無線は軍事上も大い
に関係のあることであるから、逓信省内に研究所を設けて研究しており、明
治40年にはアメリカの方に航行する船で120哩位まで通信することができた
が、今日では1,000哩以上通信できるようになった。このため本省内の構内
でのみ研究したのでは不十分なため、広い所で研究することになり、当地方
に研究所を設けたいと思う。研究のため、こちらに来る人は18人位で、三ツ
塚の方は電信を送る方、大洗の方は受ける方にしたい。

このような鳥潟技師の説明により、平磯町当局と町議会は逓信省の申し入れ通
り、三ツ塚町有地8反歩（2,400坪）を寄付することになったが、その後、逓信省
のさまざまな調査の結果、この土地にはいろいろの欠点があるので、第2候補
地として、字宮ノ上、字小鍛冶の畑1町8反歩(5,400坪）を買収しようとしたが不
調に終り、さらに第3候補地として観濤所附近の畑1町4反歩(4,600坪)を選び、
町はこのうち3反9畝6歩(1,176坪）を町費で買上げ、これを逓信省に寄付した。
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平磯無線によるＴＹＫ機の改良

●真空管式無線電話機の実用化

●同時送受話無線電話の開発（世界初）

●有・無線両電話接続法の
開発（世界初）

アメリカで発明されたばかりの真空管技術を日本にいち早く導入して無線電話装置を設計・開発。

トランシーバのように送話と受話を
交互に行うのでなく、現在の携帯電
話と同じく送話と受話が同時にでき
る方式を開発。

無線電話装置を電話交換機に接続
して、現在の携帯電話～固定電話
間と同じように異種間の通話を可能
に。

初期のTYK機（火花式・片通話）
を真空管化、有・無線接続、同時
送受話方式に改修（1917年）

平磯無線の研究により
TYK機が本当の意味で実用化

1917年（大正6年）10月20日

丹羽保次郎の回想（東京電機大学初代学長／鳥潟右一の義弟）

「鳥潟博士と無線研究60年の歩み」（1955年）より

大正5年の7月に大学を卒業した私は、すぐ電気試験所に奉職した。利根川守三郎博士が所長で、1部（計測
標準）、2部（通信）、3部（電力）、4部（無線）とに分れ、第4部長が鳥潟博士であった。横山英太郎さんが外国
留学中で、北村政次郎さんが平磯出張所長のときであった。私は第3部に入り部長は広部徳三郎博士であっ
た。しかし電気試験所も、まだ小さくて人員も少かったので、全員で話し合う機会はたびたびあった。そのころの
4部の研究で今もはっきり憶えているのは、いまの搬送式電話である。無線式有線電話という妙な名称をつけ
ていた。 Carrier Telephony という字がまだはやらなくて Wired Wireless といっていたので、これを訳したのであ
ろう。もう1つは同時送受話と有線無線連絡である。いまでは何でもないことが、真空管が漸く実用になりかけ
たそのころでは、大きな問題であったのである。なにしろ前年学生時代に夏期帰郷中、近くの鳥羽―神島間で
実施せられているTYK式電話を見学に行ったときも、送話器の前で大きな声でどなって一々「送信終り」とやっ
ていたころであるから、家庭の電話から船の上の人と同時送受話ができるとなると、大きな驚異にちがいない。
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平磯無線のその後の活躍
ラヂオ放送
開始準備

ラジオ受信機の普及
に向けた調査・試験

スーパーヘテロダイン受信機の試作（日本初）

短波無線の
開拓

短波無線電話送信機を開発

米国ラジオ局KGOの受信成功（日米間初の無線電話）

1924年
（大正13）
9月4日

電波伝搬の究明

安定した短波通信のための電離層観測の高度化と
電波測定技術の転用開発

世界電離図の作成
電離層の直接観測 ラジオビーコン 方向探知機

電波警報業務

太陽面観測

宇宙天気予報

レーダー（戦時中）対流圏反射層の実証
短波散乱反射の解明

太陽フレアや磁気嵐
等を観測・把握し、
人工衛星や通信へ
の影響を予報

電離層内イオン・電子密
度測定用プローブを内蔵
したカッパ8型ロケット
（秋田・道川海岸打上用）
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安立電気（株）
初代研究課長 高岸栄次郎

1891年(明治24) 創立

逓信省電気試験所
1896年（明治29) 頃 無線電信の研究に着手

商工省電気試験所

1948年（昭和23) 8月分割

1942年（昭和17) 4月創立

文部省電波物理研究所

1949年（昭和24) 11月

電気通信省電波庁電波部

1950年（昭和25) 6月

電波監理委員会

1952年（昭和27) 8月

電気通信省が
電電公社に

電電公社
電気通信研究所

1952年（昭和27) 8月

郵政省電波研究所

1943年（昭和18) 1月
小平村（現・NICT所在地）に疎開

平磯出張所

電子技術総合研究所

筑波に移転

1953年（昭和28) 3月

国際電電が独立

対流圏課
平磯分室

平磯支所

平磯太陽観測施設

平磯電波観測所

平磯電波観測所

1988年（昭和63) 4月

郵政省通信総合研究所

・・・
・・・

・・・

電気通信省電気通信研究所

1949年（昭和24) 6月

逓信省が郵政省と電気通信省に分割

逓信省電気通信研究所

1947～48年（昭和22～23) 逓信省電気試験所大合併

武蔵野市に移転

永田町に移転

平磯電波観測所

第4代出張所長
難波捷吾

第6代出張所長
前田憲一

KDD取締役

難波捷吾

初代出張所長
北村政次郎東京放送局（JOAK）

技師 北村政次郎

所長 難波捷吾

第2代所長 前田憲一

NTT
グループ

初代所長 横山英太郎

第3代出張所長
高岸栄次郎

・・・

第4部（無線電信電話）部長 鳥潟右一

1937年（昭和12) 4月創立

国際電気通信(株)
技術研究所

第7代出張所長
河野哲夫

所長 河野哲夫

KDDI
研究所

国立研究開発法人

産業技術総合研究所
国立研究開発法人

情報通信研究機構

1912年（明治45) TYK式無線電話機の開発

Ｙ

Ｋ

Ｔ

1915年（大正4) 1月開設

平磯出張所

平磯無線の組織変遷とＴ.Ｙ.Ｋ.
TYKが生んだ平磯無線の遺伝子は
今日の通信分野の公的研究機関
すべてに息づいている。

平磯無線は、逓信省電気
試験所の全拠点の中で、
開設当時から場所を変え
ることなく今日まで研究
用途で存続している、
唯一・最後の拠点。

電波伝播と空中線の現状（横山浩）
「鳥潟博士と無線研究60年の歩み」（1955年）より

鳥潟先生の創立された電気試験所平磯
出張所はわが国における電波伝播の研究
の発生地であり、大正より昭和の今日まで
幾多の輝かしい開拓成果をあげてきたこと
は電気試験所50年史（1941年）に記載され
たとおりである。戦時中、逓信省および陸海
軍の電波研究機関の協同体として、横山英
太郎先生を統帥とする電波物理研究所が
発足した。終戦後それは一時電気通信研究
所（通研）に合併されたが、1、2年にして郵
政省電波研究所となり、わが国の電波行政
に必要な研究に活躍している。

通研に残された一部は電信電話公社の
VHF・SHFの多重中継回線網の建設に必要
な実用的な研究機関として奮闘している。ま
た戦後再建された国際電信電話株式会社
の研究部内に、短波の遠距離伝播および
空中線を担当する課がある。すなわち鳥潟
先生の生んだ電波伝播の研究は電波研
（現NICT)・通研（現NTT通研）・国際研(現
KDDI研）に別れて発展しているということが
できる。……

平磯無線
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無線通信の歴史を顕彰するアマチュア無線記念局活動

8J100TYK

8J10NICT

8N100ICT

TYK式無線電話発明100周年記念局
2011年9月2日～2012年7月29日

情報通信研究機構(NICT)創立10周年／
鹿島支所開設50周年／関西支所開設25周年記念局

2014年3月15日～9月15日

平磯無線開設100周年／
標準電波JJY開局75周年記念局

2014年12月1日～2015年11月30日

２０１６年
無線通信研究１２０周年記念局

逓信総合博物館の委託によりNICTにおいて
修復作業中だったTYK機の実物を囲んで

丹羽保次郎（鳥潟右一の義弟）が初代学長を務めた東京電機大学の学生・生徒たちも運用に参加

逓信省検見川無線送信所
（千葉市花見川区）

短波標準電波JJYが1940年に開局
した当時の送信所の局舎が現存。
敷地内での記念局運用を計画中。

鳥羽・神島での子ども工作教室

東京電機大学鳩山キャンパス 東北大学「サイエンスディ」 東京ビッグサイト 東京学芸大学「科学の祭典」

オールジャパンの
記念局として

構想中

8???????

NICT国立研究開発法人化PR運用
現在の平磯無線
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